
昭和村立東小学校͹歴史 

明治 5年  学制頒布 

      全国Ͷ小学校͗設置さΗたɽ 

明治 6年  糸井小学校設置 青雲寺Ν校舎Ͷ͢たɽ学校͹費用ͺ各村͖Δɽ 

      生徒ͺɼ糸井村ɼ貝野瀬村ɼ生ӿ村͖Δ 73人ɽ授業料 8銭 3厘 

明治 8年  貝野瀬小学校 池替戸観音堂Ͷ開設 

      生ӿ小学校  恵光寺Ͷ開設 

明治 18年 糸井小学校͗ʰ北勢多郡第二小学校ʱͳ͵Ζɽ  

第 1分校：生ӿ小学校 

第 2分校：貝野瀬小学校 

明治 19年 教育改革 義務教育制度͹完成ʤ国民͹就学率 98％ʥ 

明治 22年 糸井村ɼ貝野瀬村͹合併 → 糸之瀬村ͳ͵Ζɽ 

      糸井小学校→糸之瀬尋常小学校本校 

      貝野瀬小学校→貝野瀬分教場 

      生ӿ校ͺ赤城根簡易科小学校ͳ͵Ζɽ 

明治 23年 教育勅語 

 

明治 26年 小学校Ͷ高等科併設 

貝野瀬尋常小学校独立 

明治 27年 糸井尋常小学校Ͷ高等科Ν৿設ʤ尋常科 4年ɼ高等科 4年ʥ 

      糸井尋常高等小学校校舎Ν৿築ʤ中宿ʥ 

明治 31年 貝野瀬尋常高等小学校校舎৿築ɽ 全戸͖Δ寄付Ν集ΌΖ 

明治 41 年 長者久保分教場ʤ後Ͷ赤城分教場ʥΝ৿設ʤ1～4 年ʥ地区民͹寄付Ν集ΌΖɽ 
明治 46年 尋常科 6年ɼ高等科 2年ͳ͵Ζ 

明治 40～43年 学校統合ΝΌ͛Ζ争い 

      糸井尋常小学校ͳ貝野瀬尋常小学校͹統合ɼ郡や県͹役人͹調停Ν経ͱ統合  

      糸井村͗校舎敷地Ν寄付ɼ貝野瀬尋常高等小学校Ν分校ͳͤΖ条件Ͳ合意 

明治 44年  現在地Ͷ糸之瀬村尋常高等小学校Ν৿築  

大正 14年  公立糸之瀬図書館Ν併設 

大正 15年  ৿校舎建築Ν決Όた͗ɼ数々͹問題͗発生͢ɼ建築まͲͶ 23年要͢たɽ 

       政府͹方針転換ͶΓΕ財源確保困難ɽ戦争͹影響ɽ  

昭和 16年  小学校ͺ国民学校ͳ͵Ζɽ高等科 2年΍義務制ͳ͵Ζɽ 



       大東亜戦争始まΖɽ 

       赤城分教場→中野Ͷ移転ɽ 

昭和 19年  東京͹学童͗集団疎開ʤ志村第 5小学校ʥ 青雲寺ɼ川龍寺 

昭和 22年  教育基本法公布  6・3・3・4制スタート 

       糸之瀬村立糸之瀬小学校ͳ改称ɽ 

       同時Ͷɼ糸之瀬中学校͗発足ɽ 

昭和 23年  現在͹地Ͷ৿校舎落成ɽ 

貝野瀬分教場廃校ɽ 

昭和 33年  糸之瀬村ͳ久呂保村͗合併͢昭和村͗発足 

昭和村立東小学校ͳ改称ɽ 

昭和 35年  東小学校赤城分校͗大河原小学校ͳ͢ͱ独立͢たɽ 

昭和 36年  生ӿ小学校ͺ昭和村Ͷ編入͢ɼ東小学校生ӿ分校ͳ͵Ζɽ 

昭和 50年  生ӿ分校廃校ͳ͵Ζɽ 

 

平成 8年   ৿校舎落成ʤ現在͹校舎ʥ 

 

特記事項 

・学校͗設立さΗた明治初期Ͷͺɼ授業料Ν徴収͢た͗ɼそΗͲ΍ɼ子ʹ΍Ν学ͻせたいͳ
学校Ͷ通わせたɽ子弟教育へ͹意欲͗感ͣΔΗΖɽ 

・分校建設Ͷ際͢ɼ地区民͹寄付Ν募ͮͱまͲɼ地区内Ͷ学校͗欲͢いͳいう熱意͗感ͣΔ
ΗΖɽ 

・初期͹学校建設や教育Ͷ係Ζ費用Ν村͖Δ出͢ɼ村͹将来Ν担う人材Ν育成͢Γうͳいう
村͹気概͗感ͣΔΗΖɽ 

・明治 40 年͖Δ 43 年ɼ学校ΝΌ͛Ζ争い͗あͮたɽ学校͹位置や設置条件ΝΌ͛Εɼ県
Ν巻͘込ΞͲ͹大૿動Ͳあͮたɽいͯ͹時代΍ɼ学校͹設置場所Ͷͯいͱͺ難͢い問題Ͳあ
Ζɽ 

・学校Ό͛ͮͱ数々͹変遷͗あͮた͗ɼそ͹時々͹地区民͹願いΝ反映させ͵͗ΔΓΕ良い
教育Ν受͜させΖ方向Ͷ変化͢ɼ今͹東小学校͗あΖͳ感ͣΖɽ 



昭和村立南小学校͹歴史 

明治 5年  学制頒布 

      全国Ͷ小学校͗設置さΗͪɽ 

明治 6年  川額小学校設置 雲昌寺を校舎Ͷͪ͢ɽ学校͹費用ͺ各村͖Δɽ 

      生徒ͺ 73人ɽ授業料 銀 5匁 

明治 7年  森下小学校設置 遍照寺を校舎Ͷͪ͢ɽ 

      生徒ͺɼ森下村ɼ橡久保村͖Δ 45人ɽ授業料 銀 5匁 

      学校経営資金：村民͹寄付ɽ一戸 5～10円 ͖͵Ε͹高額Ͳあっͪɽ 

      文明開化時代͹教育へ͹熱望 

明治８年  橡久保小学校設置 千賀戸神社͹舞殿をʤ現橡久保住民センターʥͶ移͢ͱ校
舎ͳͪ͢ 

明治 18年 川額ɼ森下ɼ橡久保３校を合併͢ɼh 北勢多郡第一小学校ʱͳ͵Ζɽ  

本校：森下遍照寺 

分校：川額雲昌寺 

明治 19年 教育改革 義務教育制度͹完成ʤ国民͹就学率 98％ʥ 

      北勢多第一北尋常小学校を森下村Ͷ設置 

      北勢多第一南尋常小学校を川額村Ͷ設置ɽ 

明治 20年 北勢多第一北尋常小学校をʰ森下尋常小学校ʱͶ改称ɽ 

      北勢多第一南尋常小学校をʰ川額尋常小学校ʱͶ改称ɽ  

明治 23年 教育勅語 

明治 25年 森下ɼ川額͹両校を合併͢ɼh 久呂保尋常小学校ʱを設置ɽ 

明治 26年 高等科を併置͢ɼh 久呂保尋常高等小学校ʱͶ改称ɽ 

明治 29年 永井分校を設置ɽ 

明治 32年 久呂保尋常高等小学校校舎৿築ɽ永井分校校舎৿築ɽ 全戸͖Δ寄付を集ΌΖ 

こ͹膨大͵校舎ͶいっͼいͶ͵Ζ程生徒͗集まΖͫΘう͖ͳ危惧さΗΖほʹ
͹立派͵校舎Ͳあっͪɽ 

明治 40年 尋常科͹修業年限͗ 6年ͳ͵Ζɽ 

明治 46年 尋常科 6年ɼ高等科 2年ͳ͵Ζɽ 

 

         

        

  



昭和 16年  小学校ͺ国民学校ͳ͵Ζɽ高等科 2年΍義務制ͳ͵Ζɽ 

       久呂保国民学校ͳ͵Ζɽ 

       大東亜戦争始まΖɽ 

昭和 22年  教育基本法公布  6・3・3・4制スターφ 

       久呂保村立久呂保小学校ͳ改称ɽ 

       同時Ͷɼ久呂保中学校͗発足ɽ 

昭和 28年  久呂保小学校赤城分校開校ɽ 

昭和 33年  糸之瀬村ͳ久呂保村͗合併͢昭和村͗発足 

       昭和村立南小学校ͳ改称ɽ 

       村出身͹実業家玉田徳太郎氏ͳ弟͹曾根光雄氏͗ɼグランχϒアノɼオϩガ
ンɼテϪϑɼ講堂暗幕等を寄贈ͪ͢ɽ 

昭和 43年  赤城分校廃校ɽ 

昭和 52年  永井分校廃校ɽ 

 

平成 6年  昭和村立南中学校跡地Ͷ南小学校৿校舎落成ɽ 

        

特記事項 

・学校͗設立さΗͪ明治初期Ͷͺɼ授業料を徴収ͪ͗͢ɼそΗͲ΍ɼ子ʹ΍を学ͻせͪいͳ
学校Ͷ通わせͪɽ文明開化時代͹子弟教育へ͹意欲͗感ͣΔΗΖɽ 

・初期͹校舎建築Ͷ当ͪっͱͺɼ村民͖Δ͖͵Ε高額͵寄付͗集ΌΔΗͪɽ教育Ͷ対ͤΖ熱
望͗感ͣΔΗΖɽ 

・明治後期͖Δͺɼ学校建設や教育Ͷ係Ζ費用を村͖Δ出͢ɼ村͹将来を担う人材を育成͢
Γうͳいう村͹気概͗感ͣΔΗΖɽ 

 

 



昭和村立大河原小学校͹歴史 

明治 5年  学制頒布 

      全国Ͷ小学校͗設置さΗͪɽ 

明治 19年 教育改革 義務教育制度͹完成ʤ国民͹就学率 98％ʥ 

明治 22年 糸井村ɼ貝野瀬村͹合併 → 糸之瀬村ͳ͵Ζɽ 

明治 23年 教育勅語 

明治 41年 長者久保分教場ʤ後Ͷ赤城分教場ʥを৿設ʤ1～4年ʥ 

分校を作ΖͶͺ百戸以上͗必要ͫっͪ͗ɼ少͢足Ε͵͖っͪɽ村Ͳͺ分校を作Η͵いͳい
うɽ本校まͲͺ通学距離͗長͖っͪ͹Ͳ何ͳ͢ͱ΍分校を作Εͪい願いɼ村当局Ͷ一切負担
を͖けまいͳ地区民͹寄付を集Όͱ分教場を建築ͪ͢ɽ 

明治 46年 尋常科 6年ɼ高等科 2年ͳ͵Ζ 

昭和 16年  小学校ͺ国民学校ͳ͵Ζɽ高等科 2年΍義務制ͳ͵Ζɽ 

       大東亜戦争始まΖɽ 

       追分ɼ赤谷 400町歩͗ɼ東部第 41部隊演習地ͳ͵Ζɽ 

       赤城分教場→中野Ͷ移転ɽ糸之瀬国民学校赤城分教場ͳ改称ɽ 

昭和 21年  終戦Ͷ伴いɼ農地開発営団ͶΓΖ開墾͗開始さΗͪɽ入植開始ɽ 

昭和 22年  教育基本法公布  6・3・3・4制スタート 

       糸之瀬村立糸之瀬小学校赤城分校ͳ改称ɽ 

       同時Ͷɼ糸之瀬中学校͗発足ɽ 

昭和 33年  糸之瀬村ͳ久呂保村͗合併͢昭和村͗発足 

昭和村立東小学校赤城分校ͳ改称ɽ 

昭和 35年  大河原小学校開校ɽʤ11学級ɼ児童数 351名ʥ 

昭和 51年  屋内運動場落成ɽ 

昭和 52年  プール竣工 

昭和 54年  ৿校舎落成ɽ 

平成 21年  創立 50周年記念式典 

平成 22年  5・6年複式学級 

平成 27年  校舎大規模改修 



令和元年  創立 60周年記念式典 

令和 5年  4・5年複式学級 

令和 6年  2・3年複式学級 

 

 

 

特記事項 

・長者久保分教場設置Ͷ際͢ͱɼ大河原地区民͹寄付͗集ΌΔΗͪɽ 

 大河原地区Ͷɼ何ͳ͢ͱ΍学校を作Εͪいͳいう住民͹熱い思い͗感ͣΔΗΖɽ 

・戦後ɼ入植ͶΓΖ開墾Ͳ大河原地区͗発展͢ɼ地域文化͹拠点・心͹ΓΕ所ͳ͢ͱ分校͗
あっͪɽ保護者͹学校へ͹͖͖わΕ͗強いͳ感ͣΔΗΖɽ 

 



昭和村立昭和中学校の歴史 

明治 5年  学制頒布 

昭和 22年  教育基本法公布  6・3・3・4制スタート 

       戦後の民主主義Ͷ΍ͳͰくɼ人間尊重の教育理念Ͷ沿ͮた教育͗始まΕɼ 

小学校卒業後ɼ誰΍͗等͢く中学校Ͷ学ぶ単線型の教育六・三制͗スタート
͢たɽ 

       糸之瀬村立糸之瀬中学校͗発足ɽ旧兵舎を改築͢ͱ校舎ͳ͢たɽ 

       久呂保村立久呂保中学校͗発足ɽ久呂保小学校校舎の一部を転用͢たɽ 

昭和 23年  久呂保中学校৿校舎落成 

昭和 27年  再び久呂保中学校৿校舎落成 

昭和 32年  糸之瀬中学校৿校舎落成 

昭和 33年  糸之瀬村ͳ久呂保村͗合併͢昭和村͗発足 

平成 2年  昭和村立東中学校ͳ昭和村立南中学校͗統合͢ɼ昭和村立昭和中学校͗発足ɽ 

      糸之瀬村久呂保村͗合併͢た͗後΍旧村意識͗残ͮͱいたɽ真Ͷ一ͯの昭和
村ͳ͵ΖたΌͶɼ中学校の統合͗必要Ͳあͮたɽ 

 

 

 

特記事項 

・終戦後ɼ戦争の反省͖Δɼ人間尊重ɼ真理ͳ正義の希求ɼ公共の精神の尊重Ͷ基Ͱいたɼ
豊͖͵人間性ͳ創造性を備えた人間の育成を求ΌΖ教育への渇望͗感ͣΔΗΖɽ 

終戦直後͖Δɼ小学校の一部を転用͢たΕɼ旧兵舎を転用͢たΕ͢ͱɼ৿͢い教育理念Ͷ
基Ͱく৿制中学校をスタートさせたɽ 

・昭和村を一ͯͶまͳΌたいͳいう願い͖Δ中学校の統合͗͵さΗたɽ学校制度͗村ͰくΕ
Ͷ大͘く関わΖこͳ͗感ͣΔΗΖɽ 

 



昭和村立学校͹歴史͖Δ学Ξͫ͞ͳ 

1，明治 5年͹学制頒布ͶΓΕ村立小学校設置 

  文明開化ͶΓΕɼ国民皆学Ν理念ͳ͢全国Ͷ小学校Ν設置ͤΖ制度͗Ͳͪ͘ɽ 

 小学校͹設立・運営Ͷͺ財政的負担͗大͖͘っͪ͗ɼ村͹将来Ν担う人材͹育成͹ͪΌɼ
村ͺ相当͵金額Ν捻出ͪ͢ɽ一方ɼ村民΍校舎建築Ͷ住民͹寄付Ν集ΌͪΕ授業料Ν徴収
ͤΖ͵ʹ͢ͱ村民皆学Ͷ向͜ͱ一致団結͢ɼ村当局ͳ協力͢ͱ小学校Ν設立ͪ͢ɽまͪɼ
ͨ͹後͹校舎移転・৿築ɼ分校設置Ͳ΍ɼ村費Ͳ叶わ͵い場合ͺ住民͹寄付Ν集Όͱ学校
建築Ν実現ͪ͢ɽ 

 知識ϪベϩΝ高Όͱ生活Ν良͚͢Γうͳいう意欲͗感ͣΔΗΖɽ 

 

２，学校ͺ地区民͹心͹ΓΕ所 

  交通未発達͹時代ɼ近͚Ͷ学校͗欲͢いͳいう想い͖Δ各地Ͷ分校͗設置さΗͪɽ分校
設置Ͷ΍地区住民͹寄付͗集ΌΔΗͪɽ 

  分校Ν含Όɼ学校ͺ地区͹文化͹拠点ͳ͵Εɼ様々͵活動͹中心ͳ͢ͱ機能͢ͱͪ͘ɽ 

 学校ͺɼ地区民͹心͹ΓΕ所ͳ͵っͱいっͪɽ 

 

3，学校統廃合へ想い 

  昭和村Ͳͺ今まͲͶɼ糸井小学校・貝野瀬小学校͹統合ɼ川額小学校・森下小学校・橡
久保小学校͹統合ɼ糸之瀬中学校・久呂保中学校͹統合ɼ貝野瀬分校廃止・本校Ͷ合流ɼ
生ӿ分校廃止・本校Ͷ合流ɼ赤城分校廃止・本校Ͷ合流ɼ永井分校廃止・本校Ͷ合流ɼ等
͹学校統合͗あっͪɽ 

  学校統合Ͷ際͢ɼ居住区Ͷ学校͗無͚͵Ζ事へ͹不安ɼ学校統合ͶΓΖ不利益へ͹危惧
当͖Δɼ数々͹難題͗あっͪ͗ɼ住民͹努力Ͳ乗Εӿえɼ統合校ΝΓΕ良い学校へͳ押͢
上͝ͱͪ͘ɽ 

 

◎学校設置Ͷ対ͤΖ過去͹村民感情Ͷ思いΝ馳せΖͳɼ学校͗地区民Ͷͳっͱい͖Ͷ大切
͵΍͹͖͗わ͖Ζɽ学校統合Ͷ当ͪっͱͺɼͨ ΗͩΗ͹学区͹人々͹思いΝ大切Ͷ引͘継
͙ɼΓΕ良い学校へ発展させ͵͜Ηͻ͵Δ͵いͳ切Ͷ思うɽ 

 


